





アアラムジの有麹型出現に関する研究仁ついては， Davidson (1914)， Gregory (1917)， Sinji 
(1917)， Shull (1918)， Wadley (1923)， Ewing (1925)， Rivnay (1937)， Smith (1937)， 












第2図に示したよう仁， 鉢植えの寄主植物上仁， セ口テー プ仁て止める.(この場合カプセルによっ
て固まれる食草田積は，約0.45cm2である.)そしてカプセルのもう一つである蓋の先端じ 解剖針











第 1図カブセル原図 第2図 食草葉上の飼育容器
右.カプセル 左.セルロイドキャッブ
実験結果
ダイコシアブラムシの仔虫を3密度区仁分けて飼育したところ， 第1，2， 3， 4表および第3図
の如き結果をえた.すなわち密度5の実験区(以下 d=5と略す〉で有麹虫が現われたのは， 実験
温度250Cで，ナタネを飼料として飼育した， C系統(有麹型出現率4.4%)ι 同温度， 同
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第3表 飼料山東ハクサイにおける 第4表 飼料山東ハクサイにおける
有麹率(17.50C) 有麹率 (25.00C)
系統 密度 有虫数麹 鰭死虫数有麹率 系統 密度 有虫麹数 霊童死虫数有麹率
5 。99 1 。% 5 。92 8 0% 
A 10 。92 8 。 A 10 。89 11 。
20 。89 11 。 20 。91 9 。
5 。98 2 。 5 。91 9 。
B 10 4 92 4 4.2 B 10 18 60 22 23.1 
20 20 71 9 22.0 20 46 46 8 50.0 
5 。94 6 。 5 。92 8 。
C 10 9 86 13 9.5 C 10 9 75 16 10.7 
20 21 54 25 28.0 20 17 47 36 26.6 







第5表 A系統とB系統との有麹率の差 第6表 A系統とC系統との有麹率の差
噌渇司園田=司==
温 度と飼料 密度 A-B 温度と飼料 密度 A-C 
5 o % 5 。%
17.50Cナタネ 10 -6.4 17.50Cナタネ 10 -3.3 
20 一24.5 20 -22.0 
5 。 5 。
17.50C 山東ハクサイ 10 -4.2 17.50C山東ハクサイ 10 -9.5 
20 2ー2.0 20 -28.0 
5 -3.2 5 -4.4 
250C ナタネ 10 -22.9 250C ナタ ネ 10 -21.0 
20 -35.5 20 -60.9 
<:"'ー-ー・ー・-
5 。 5 。
250C 山東ハクサイ 10 -23.1 250C 山東ハクサイ 10 -10.7 




















温度と飼料 密度 B-C 
5 o % 
17.50Cナタネ 10 + 3.1 
20 + 2.5 
5 。
17.50 C山東ハPサイ 10 -5.3 
20 -6.0 
5 一1.2
250Cナタネ 10 + 1.9 
20 -25.4 
5 。








































































































































B + 6.4% +19.2% 十25.6%
ナ タ ネ
C + 3.3 +19.8 +23.1 
17.50C 
山東ハクサイ
B + 4.2 +17.8 +22.0 
C + 9.5 +18.5 十28.0




3 十23.1 +26.9 十50.0
山東ハクサイ
C +10.7 十15.9 +26.6 
平 均 +11.7 十21.3 +33.0 
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5 10 20 
食草面積 O.45cm2当りの個体体数
第3図 緩怠密度と生麹率との関係
A. 250C.ナタネ.C系統 B. 250C.山東ハクサイ.
B系統 C. 250C.ナタネ.B系統 D. 17.50C， 
山東ハクサイ.C系統 E. 250C.山東ハクサイ.C系
統 F. 17.f>oC，ナタネ.B系統 G. 17.50C.ナ
タネ， C系統 H. 17.50C.山東ハクサイ.B系統
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0.45cm2当り 20匹〉高くしても， 有趨型は出現し仁くい. しかしこの影響は1代限りであって，
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